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糖尿病スクリーニングにおける随時血糖の

有用性に関する検討

HbA1cおよび尿糖との比較

津久井 智 山口 好是 小林 功

目的　糖尿病スクリーニングにおける随時血糖検査の有用性について，HbA1cおよび尿糖検査と比較して検

討した。

方法　1,024人の地域住民を対象に随時血糖と尿糖を測定した。つぎに，経口糖負荷試験（OGTT）の参加

を求め，それに応じた290人を対象にWHOの基準に従い75 gOGTTを施行し，同時にHbA1cを測定

した。随時血糖とHbA1cのreceiver operating characteristic（ROC）曲線を作成し，得られたROC曲線

下の面積（AUC）を求め比較した。尿糖は±以上を陽性と判定した。

成績　随時血糖のROC曲線のAUC（±SE）は0.66±0.06，HbA1cは0.86±0.04であり，HbA1cは随時血糖

に比べ有意に優れていた（p＜0.01）。血糖140 mg/dlをカットオフ値とした場合の感度は61％，特異度

は62％であり，一方，HbA1cは感度61％の時の特異度は93％であった。また，尿糖±以上を陽性とした

場合の感度は18％，特異度は93％であった。

結論　地域住民を対象にした糖尿病スクリーニング検査としての随時血糖の有用性は，尿糖には優るものの

HbA1cに比較して劣ることが示唆された。
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